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(9世 糸1に 資 本亡る とそね|ミ とtだ )なiへ F詞 顕 パ 各 国 ltた ハヽろ

と い`イッゃ日)ア tヤゃ1こ (ネ土負 )主 義がtォ ヵttを してぃった 。

世界状単ギが長11〈 中 物女ゃゃポ斗の不印｀'

〕■嫁1イヒしたため.屍 来の不
'角

ヵゃ吹暴登 イ

1117年 労脅ヵたが,

ストフイキttヱ ミした o

そしく レーニン)の キL導 のtと 革年ハ起き
,

皇輸■侮千1)し て(ソピェト■矢為 )づヽたtし ました。
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□ 逹キF)Yしました。
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単戒で講

今け与えろ

負七義大会″
y遊  )

朱ρ条紳4経 ス・

地 生の上 費 t豪 4■ して

1122毎 _巨]の 免静りt

Elじ ア
て
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ソ庄 は そのイカ風 L々tt tだ霊非「内 ,・ 耳スリさη りくるイしヽ せ■‖さます。

こうし■生まれた国くで'{せ 、いず久t不色対本色力tキ奇)づ呟多 %パ
ちで生し、邑れ は 腱健ヤ言七準卜の自由は写えぢ入1‖イ奇従たした口なわ

峰7駐 下lt lかに ュにはりまし1´ 。
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t■口末します


